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「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

浜田教会
白浜司教公式訪問

「
教
区
代
表
者
会
議
」
と
「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
の

「
教
区
代
表
者
会
議
」
と
「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
の

二
重
の
準
備
の
た
め
に

二
重
の
準
備
の
た
め
に

―
教
会
に
お
け
る
「
会
議
」
（
シ
ノ
ド
ス
）
の
特
徴
：
福
音
に
基
づ
く
識
別

―
教
会
に
お
け
る
「
会
議
」
（
シ
ノ
ド
ス
）
の
特
徴
：
福
音
に
基
づ
く
識
別

温
か
い
小
さ
な
パ
ン
を
み
ん
な
で
分
け
合

う
よ
う
に

 　

小
さ
な
素
朴
な
教
会
に
子
ど
も
食
堂

が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
は
「
ア
ル
ト
ス

み
ん
な
食
堂
」
で
す
。
ア
ル
ト
ス
は
ギ
リ

シ
ャ
語
で
パ
ン
を
意
味
し
ま
す
。
名
付
け

親
は
原
田
豊
己
神
父
様
で
す
。

　

下
松
教
会
に
は
大
き
な
広
場
が
あ
り
、

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
が
終
わ
る

と
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
教
会
で
は
最
近

は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
無
理
で
す
が
、
ミ
サ

の
後
、
（
コ
ッ
ク
長
）
原
田
神
父
様
の
も

と
、
み
ん
な
で
一
緒
に
料
理
を
作
り
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

一
年
半
く
ら
い
前
に
、
神
父
様
が
つ
ぶ
や

か
れ
た
「
大
学
を
定
年
退
職
し
た
ら
子
ど

も
食
堂
を
し
よ
う
か
な
ぁ
」
の
一
言
に
信

者
の
気
持
ち
が
動
き
、
山
口
島
根
地
区
セ

ン
タ
ー
に
教
会
使
用
願
い
を
提
出
し
て
許

可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
目
に
見
え
て
こ
な
い
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
、
外
国
籍
の
方
々
、
個

食
で
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
方
、
誰
も

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

「
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
食
べ
る
と
美
味
し

い
よ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
信
者
数
名
と
教

会
外
の
グ
ル
ー
プ
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
一
日
初
回
開
催
、
二
日
ほ
ど

前
か
ら
地
域
の
小
学
校
区
内
に
コ
ロ
ナ

感
染
が
迫
り
、
感
染
状
況
「
ス
テ
ー
ジ

二
」
に
な
り
、
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
か
ら
寄
付
の
野
菜
と
子
ど

も
達
へ
は
お
菓
子
の
配
布
に
切
り
替
え

ま
し
た
。

　

当
日
朝
、
食
事
中
止
の
お
知
ら
せ
は

書
き
方
悪
く
、
道
行
く
人
か
ら
「
今
日

は
中
止
な
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
冷

や
汗
か
き
、
急
い
で
お
知
ら
せ
を
作
り

変
え
て
開
始
の
時
が
来
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
一
同
来
ら
れ
た
方
に
思
い
切
り

素
晴
ら
し
い
笑
顔
で
お
迎
え
し
、
ま
た

外
に
出
て
学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
に

呼
び
か
け
、
ま
た
来
ら
れ
た
皆
様
も
笑

顔
あ
ふ
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
食
事

で
き
な
く
て
も
、
と
て
も
喜
ん
で
帰
ら

れ
、
私
た
ち
も
嬉
し
く
て
、
神
様
が
一

緒
に
い
て
く
だ
さ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
信
者
の
グ
ル
ー
プ
は
シ
ニ

ア
世
代
で
す
が
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘

の
音
が
風
に
吹
か
れ
て
次
の
世
代
に
届

く
ま
で
、
神
様
の
み
旨
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
行
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。下

松
教
会　

住
山
芳
子

は
じ
め
に

　

「
シ
ノ
ド
ス
」
（
ラ
テ
ン
語
：

Synodus

）
と
い
う
外
来
語
は
、

日
本
の
社
会
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど

認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
親

し
み
の
な
い
用
語
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
「
シ
ノ
ド
ス
」
と

は
、
元
来
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
シ
ュ

ン
（
＝
共
に
）
」
と
「
ホ
ド
ス

（
＝
道
）
」
の
合
成
語
で
、
「
共

に
歩
む
」
と
い
う
原
意
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
教
会
で
は
お

も
に
「
集
会
」
・
「
会
議
」
と
い

う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
「
公
会
議
」
・
「
世
界

代
表
司
教
会
議
」
・
「
教
会
会

議
」
・
「
教
区
代
表
者
会
議
」
な

ど
、
大
き
な
規
模
の
「
会
議
」
に

つ
い
て
、
こ
の
「
シ
ノ
ド
ス
」
と

い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
教
区
代
表
者
会
議
」
の
開
催

広
島
教
区
に
お
い
て

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
二
年

前
の
二
〇
一
九
年
一
〇
月
を
「
福

音
宣
教
特
別
月
間
」
と
宣
言
さ

れ
、
全
世
界
の
教
会
に
対
し
て
、

現
代
社
会
の
種
々
の
困
難
の
中
に

あ
っ
て
も
、
福
音
宣
教
の
使
命
に

力
を
注
ぐ
よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
招
き
に
応
え
る
た

め
、
二
〇
二
三
年
に
教
区
創
立
百

周
年
を
迎
え
る
広
島
教
区
と
し
て

は
、
百
周
年
後
の
新
た
な
宣
教
司

牧
の
目
標
と
課
題
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
、
「
と
も
に
喜
び
を
も
っ

て
福
音
を
の
べ
伝
え
る
教
会
へ
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
三
回
目
の

「
教
区
代
表
者
会
議
」
（
教
区
シ

ノ
ド
ス
）
を
、
二
〇
二
〇
年
十
一

月
二
三
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
、
そ
の
準
備
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

そ
の
約
一
か
月
後
、
二
〇
一
九

年
十
一
月
二
三
日
～
二
六
日
に
、

わ
た
し
た
ち
は
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
日
本
訪
問
と
い
う
歴
史
的
な

出
来
事
を
体
験
し
、
教
皇
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
身
近
で
拝
聴
す
る
非
常

に
大
き
な
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
そ
の
喜
び
と
感
動

を
胸
に
新
た
な
年
（
二
〇
二
〇

年
）
を
迎
え
た
矢
先
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

な
大
流
行
と
い
う
衝
撃
的
な
惨
事

に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
感
染
症
の
拡
大

は
一
年
半
を
経
過
し
た
今
も
続
い

て
お
り
、
そ
の
終
息
の
目
処
は
ま

だ
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ

の
あ
お
り
を
受
け
て
、
「
教
区
代

表
者
会
議
」
を
一
年
間
延
期
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
延
期
の
措
置
は
、
具
体

的
な
提
言
案
ま
で
準
備
し
て
「
教

区
代
表
者
会
議
」
に
臨
む
た
め
の

恵
み
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
の
開
催

　

こ
の
「
教
区
代
表
者
会
議
」
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（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）
の
準
備
の
途

上
で
、
去
る
五
月
二
一
日
、
教

皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事
務
局
か
ら
、

二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
「
世
界
代

表
司
教
会
議
」
（
司
教
シ
ノ
ド

ス
）
第
十
六
回
通
常
総
会
を
開
催

す
る
と
い
う
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、
「
と
も
に

歩
む
教
会
―
交
わ
り
、
参
加
、
宣

教
―
」
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の

「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
は
、

世
界
か
ら
の
代
表
司
教
の
み
な

ら
ず
、
世
界
に
広
が
る
「
神
の

民
」
全
体
に
参
加
を
促
す
た
め
、

今
年
二
〇
二
一
年
一
〇
月
か
ら

二
〇
二
三
年
一
〇
月
ま
で
、
教

区
、
五
大
陸
、
世
界
と
い
う
三
つ

の
次
元
の
段
階
を
踏
む
異
例
の
プ

ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
広
島
教
区
で
は
、
世

界
の
教
会
と
歩
調
を
合
わ
せ
て

歩
ん
で
行
く
た
め
に
、
す
で
に

二
〇
一
九
年
一
〇
月
か
ら
始
め
て

い
た
「
教
区
代
表
者
会
議
」
（
教

区
シ
ノ
ド
ス
）
と
、
今
回
開
催
が

宣
言
さ
れ
た
「
世
界
代
表
司
教
会

議
」
（
司
教
シ
ノ
ド
ス
）
の
準
備

を
調
整
・
融
合
し
て
い
く
必
要
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、

「
教
区
代
表
者
会
議
」
の
「
喜
び

を
も
っ
て
福
音
を
の
べ
伝
え
る
教

会
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
、
第

十
六
回
「
世
界
代
表
司
教
会
議
」

の
「
と
も
に
歩
む
教
会
―
交
わ

り
、
参
加
、
宣
教
」
と
い
う
テ
ー

マ
は
類
似
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
シ
ノ
ド
ス
の
準
備
の
調
整
・
融

合
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず

「
教
区
代
表
者
会
議
」
と
「
世
界

代
表
司
教
会
議
」
の
特
徴
に
つ
い

て
考
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
教
区
代
表
者
会
議
」
と
は

　

「
教
区
代
表
者
会
議
」
（
教
区

シ
ノ
ド
ス
）
と
は
、
「
教
区
共
同

体
の
全
体
の
善
益
の
た
め
、
教
区

司
教
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
選
出
さ
れ
た
部
分
教
会
（
＝
教

区
）
の
司
祭
及
び
そ
の
他
の
信
者

の
集
会
」
で
あ
り
、
「
教
区
司
教

の
判
断
に
よ
っ
て
、
ま
た
司
祭
評

議
会
に
諮
っ
た
う
え
で
、
事
情
に

よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
に
お
い

て
、
教
区
代
表
者
会
議
が
開
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
『
カ
ト

リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』
第
四
六
〇

条
～
第
四
六
一
条
一
項
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
教
区
代
表
者
会
議
」
は
、
教

会
法
が
定
め
る
手
順
（
第
四
六
〇

条
～
四
六
八
条
）
に
基
づ
い
て
開

か
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
特
徴
に

つ
い
て
、
教
会
法
第
四
六
六
条
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
教
区
代
表
者
会
議
に
お
け
る
唯

一
の
立
法
者
は
教
区
司
教
で
あ

り
、
他
の
議
員
は
参
考
投
票
の
み

を
有
す
る
。
教
区
司
教
の
み
が
教

区
代
表
者
会
議
の
宣
言
書
及
び
決

定
書
に
署
名
し
、
そ
の
権
威
に

よ
っ
て
の
み
公
表
す
る
。
」
し
た

が
っ
て
「
教
区
代
表
者
会
議
」

は
、
司
教
を
助
け
る
諮
問
機
関
で

あ
っ
て
、
決
議
機
関
で
は
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
と
は

　

「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
（
司

教
シ
ノ
ド
ス
）
は
、
「
世
界
の
異

な
る
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
、
か

つ
、
一
定
時
に
会
合
す
る
司
教
た

ち
の
集
会
」
で
あ
り
、
「
ロ
ー
マ

教
皇
と
司
教
間
の
緊
密
な
関
係
を

助
長
し
、
信
仰
及
び
倫
理
の
擁
護

と
向
上
、
教
会
規
律
の
遵
守
及
び

強
化
の
た
め
に
助
言
を
も
っ
て

ロ
ー
マ
教
皇
を
補
佐
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
通
常
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
か

ら
は
一
人
の
司
教
が
代
表
と
し
て

選
出
さ
れ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
世
界
代
表
司
教
会
議
」
の

任
務
は
、
提
起
さ
れ
た
問
題
を
討

議
し
、
意
見
を
答
申
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
問
題
に
関
す
る
決
定

を
出
す
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
た
だ
し
、
特
定
の
場

合
、
ロ
ー
マ
教
皇
が
同
会
議
に
決

議
権
を
付
与
す
る
」
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
「
世

界
代
表
司
教
会
議
の
決
定
を
裁
可

す
る
の
は
ロ
ー
マ
教
皇
で
あ
る
」

（
『
カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』

第
三
四
二
条
～
第
三
四
三
条
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
「
世
界
代
表
司
教
会

議
」
も
、
ロ
ー
マ
教
皇
を
補
佐
す

る
た
め
に
、
提
起
さ
れ
た
問
題
を

討
議
し
、
意
見
を
答
申
す
る
こ
と

を
主
な
任
務
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
例
外
的
に
決
議
権
が
付
与
さ

れ
る
場
合
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
裁

可
は
ロ
ー
マ
教
皇
に
留
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
シ
ノ
ド
ス
の
特
徴
】

　

こ
の
よ
う
に
「
世
界
代
表
司
教

会
議
」
の
任
務
は
、
教
皇
に
意
見

を
答
申
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

問
題
に
関
す
る
決
定
を
下
す
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
教

区
代
表
者
会
議
に
お
け
る
唯
一
の

立
法
者
も
教
区
司
教
」
な
の
で

す
。
ロ
ー
マ
教
皇
も
教
区
司
教

も
、
自
分
の
裁
治
権
に
所
属
す
る

神
の
民
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
幅
広

く
討
議
を
依
頼
し
、
意
見
や
提
言

を
求
め
る
の
で
す
が
、
最
終
的
な

決
定
権
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
に

お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
で
あ

る
使
徒
た
ち
の
後
継
者
に
留
保
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

ロ
ー
マ
教
皇
や
教
区
司
教
に
与
え

ら
れ
て
い
る
権
限
に
違
和
感
を
覚

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

に
多
数
決
の
原
理
に
よ
る
民
主
主

義
や
、
特
定
の
一
人
が
主
権
を
行

使
す
る
絶
対
君
主
制
と
の
違
い
が

あ
り
ま
す
。
教
会
に
お
け
る
会
議

（
シ
ノ
ド
ス
）
の
特
徴
は
何
で

し
ょ
う
か
。

「
福
音
に
基
づ
い
て
識
別
す
る
」

　

キ
リ
ス
ト
の
弟
子
で
あ
る
使
徒

た
ち
の
後
継
者
に
最
終
的
な
決
定

権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
の
は
、
キ

リ
ス
ト
か
ら
委
ね
ら
れ
て
い
る
福

音
に
基
づ
い
て
識
別
す
る
と
い
う

責
任
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
責
任
は
非
常
に
重
い
も
の
で
あ

り
、
人
間
的
に
見
れ
ば
、
到
底
、

使
徒
た
ち
の
後
継
者
で
あ
る
教
皇

や
司
教
が
一
人
で
担
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
こ

そ
、
ロ
ー
マ
教
皇
や
教
区
司
教

は
、
仲
間
の
司
教
団
や
司
祭
団
、

ま
た
神
の
民
の
中
に
働
く
聖
霊
の

声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
た
め

に
、
会
議
（
シ
ノ
ド
ス
）
を
開
く

こ
と
を
、
自
ら
提
案
し
て
助
け
を

願
う
の
で
す
。
神
の
民
が
キ
リ
ス

ト
と
聖
霊
と
共
に
歩
み
、
御
父
の

み
心
を
選
択
し
実
行
し
て
い
く
た

め
に
、
「
福
音
に
基
づ
い
て
識
別

す
る
」
と
い
う
点
に
、
民
主
主
義

や
絶
対
君
主
制
と
は
異
な
る
、
教

会
に
お
け
る
「
会
議
」
（
シ
ノ
ド

ス
）
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
も
、
真
理
の
光
で
あ
る
聖
霊
の

助
け
を
願
い
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音

に
照
ら
さ
れ
た
良
心
に
基
づ
い

て
、
自
由
に
発
言
す
る
権
利
と
責



( 3 ) カトリック　広　島　教　区　報 2021 年 7 月 25 日  125 号

教
区
の
動
き

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部

平
和
の
使
徒
推
進
本
部  

任
が
あ
る
こ
と
を
、
心
に
留
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
教
区
代
表
者
会
議
」
と
「
世
界

代
表
司
教
会
議
」
の
準
備
の
調
整

　

「
と
も
に
歩
む
教
会
―
交
わ

り
、
参
加
、
宣
教
―
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月

に
開
催
さ
れ
る
「
世
界
代
表
司
教

会
議
」
（
司
教
シ
ノ
ド
ス
）
の

第
一
段
階
が
教
区
に
お
け
る
準

備
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
期
間
は

二
〇
二
一
年
一
〇
月
～
二
〇
二
二

年
四
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
教
皇
庁
シ
ノ
ド
ス
事

務
局
は
、
今
年
九
月
頃
に
各
教
区

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
す
る
予
定

で
す
が
、
教
区
司
教
は
、
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
教
区
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
て
ま
と
め
る
作
業
の
た
め

に
、
教
区
の
責
任
者
あ
る
い
は

チ
ー
ム
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
は
、

去
る
六
月
十
二
日
（
土
）
開
催
さ

【
二
〇
二
一
年
度
（
第
一
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
開

催
】

　

去
る
六
月
十
二
日
（
土
）
、

二
〇
二
一
年
度
第
一
回
広
島
司
教

区
宣
教
司
牧
評
議
会
（
以
下
、
教

区
宣
司
評
）
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

で
開
催
さ
れ
た
。
白
浜
司
教
、
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
の
全
二
十
五

人
が
出
席
し
た
。
教
区
、
各
地
区

で
は
今
年
度
か
ら
積
極
的
に
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
推
進
し
て
い
る
背

景
も
あ
り
、
出
席
予
定
の
評
議
員

は
会
議
開
始
時
間
ま
で
に
リ
モ
ー

ト
接
続
を
完
了
し
て
予
定
通
り
会

議
を
開
始
し
た
。

　

教
区
宣
司
評
は
、
白
浜
司
教
の

挨
拶
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息

ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る

よ
う
で
す
。
現
場
に
集
ま
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、
離
れ

て
い
て
も
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
、
新
し
い
方
向
・
生
活
様

式
へ
の
動
き
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
こ
の
動
き
が
福
音
的
な
も
の

と
な
る
よ
う
に
、
教
会
の
活
動
の

あ
り
方
も
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
よ
う
『
と
も
に
喜
び

を
も
っ
て
福
音
を
の
べ
伝
え
る
教

会
』
を
目
指
し
、
交
わ
り
、
参

加
、
宣
教
を
大
切
に
し
て
い
く
、

と
も
に
歩
む
教
会
の
姿
を
模
索
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
祈
り
に

続
き
、
次
の
議
題
か
ら
始
ま
っ

た
。

　

議
題
は
、
ま
ず
「
二
〇
二
三
年

十
月
の
世
界
代
表
司
教
会
議
（
以

下
、
世
界
シ
ノ
ド
ス
）
に
向
け
て

の
準
備
に
つ
い
て
」
白
浜
司
教
の

概
要
の
説
明
の
中
で
、
世
界
シ
ノ

ド
ス
の
準
備
の
た
め
に
行
わ
れ
る

予
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
対
応
を
、

二
〇
二
〇
教
区
代
表
者
会
議
（
以

下
、
代
表
者
会
議
）
の
準
備
と
併

せ
て
う
ま
く
調
整
す
る
た
め
に
同

じ
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
に
、
そ

の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
協
議
に
よ

り
、
世
界
シ
ノ
ド
ス
に
向
け
て
、

広
島
教
区
の
責
任
者
を
瀧
井
神

父
、
対
応
チ
ー
ム
を
平
和
の
使
徒

推
進
本
部
と
す
る
こ
と
で
決
議
さ

れ
た
。

　

次
の
議
題
は
、
「
代
表
者
会
議

に
向
け
て
」
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
通
り
開

催
す
る
方
向
で
あ
る
こ
と
、
た
だ

し
世
界
シ
ノ
ド
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト

対
応
の
状
況
に
も
よ
る
と
の
説
明

が
あ
り
、
今
後
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
は
、
平
和
の
使
徒
推
進
本
部

に
一
任
し
て
頂
き
た
い
と
の
要
求

が
出
さ
れ
た
。
協
議
に
よ
り
、
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
の
実

施
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
和
の
使

徒
推
進
本
部
（
兼
代
表
者
会
議
実

行
委
員
会
）
に
一
任
す
る
こ
と
で

決
議
さ
れ
た
。
な
お
最
終
的
な
判

断
、
決
定
は
白
浜
司
教
で
あ
る
。

　

ま
た
、
分
科
会
構
成
、
分
科
会

会
長
五
名
の
推
薦
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
た
。

　

更
に
、
既
に
代
議
員
候
補
者
を

通
じ
て
代
表
者
会
議
実
行
委
員
会

か
ら
配
布
済
み
の
代
表
者
会
議
に

向
け
た
「
提
言
素
案
」
に
つ
い

れ
た
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
「
教
区
代
表
者

会
議
」
を
準
備
し
て
き
た
「
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
」
（
本
部
長
―

瀧
井
英
昭
神
父
）
に
、
そ
の
対
応

を
委
ね
る
こ
と
を
提
案
し
て
同
意

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
教
区
代

表
者
会
議
」
と
「
世
界
代
表
司
教

会
議
」
の
準
備
を
調
整
し
、
融
合

さ
せ
る
た
め
に
、
担
当
者
を
一
元

化
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
」
は
、
教
皇
庁

シ
ノ
ド
ス
事
務
局
か
ら
配
布
さ
れ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
確
か
め

た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
、
各
小

教
区
に
新
た
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依

頼
し
た
り
、
今
年
十
一
月
二
三
日

に
実
施
す
る
「
教
区
代
表
者
会

議
」
の
あ
り
方
を
調
整
し
た
り
す

る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

「
教
区
代
表
者
会
議
」
と
「
世

界
代
表
司
教
会
議
」
の
準
備
が
よ

り
よ
く
調
整
さ
れ
融
合
さ
れ
て
、

広
島
教
区
と
し
て
も
、
「
と
も
に

歩
む
教
会
―
交
わ
り
、
参
加
、
宣

教
」
の
あ
り
方
を
識
別
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
聖
霊
の
働

き
を
願
い
な
が
ら
、
二
重
の
準
備

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
後
と

も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

『津和野・乙女峠の証し人』発刊
2016年発行の『乙女峠の証し人』の内
容を加筆、修正、『津和野・乙女峠の証
し人』とタイトルも変わり2021年5月に
発刊されました。
企画：カトリック広島司教区列聖委員会
発行：ドン・ボスコ社
販売価格：110円（税込み）
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典礼の窓

白浜満司教

シリーズ「典礼の窓」では、
白浜司教による典礼の解説を
掲載します。

⑨

　

今
回
は
、
日
本
語
の
新
し
い

「
ミ
サ
の
式
次
第
と
奉
献
文
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す
。
す

で
に
『
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
』

（
二
〇
二
一
年
六
月
十
三
日

付
）
で
も
報
道
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
現
在
わ
た
し
た
ち
が
使

用
し
て
い
る
「
ミ
サ
典
礼
書
」

は
、
一
九
七
五
年
に
公
布
さ
れ

た
『
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』

ラ
テ
ン
語
規
範
版
（
第
二
版
）

か
ら
必
要
な
部
分
を
翻
訳
し
、

日
本
に
適
応
さ
せ
た
も
の
で
、

『
暫
定
版
』
と
し
て
認
可
を
受

け
、
七
八
年
に
発
行
さ
れ
た
」

も
の
で
し
た
。
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
典
礼
委
員
会
は
、
こ
の
暫

定
版
を
改
訂
す
る
た
め
に
、

二
〇
〇
〇
年
六
月
に
『
ミ
サ
典

礼
書
』
改
訂
委
員
会
を
発
足

さ
せ
て
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
に

は
、
教
皇
庁
典
礼
秘
跡
省
か
ら

『
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』
ラ

テ
ン
語
規
範
版
（
第
三
版
）
が

公
布
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
降

は
、
こ
の
第
三
版
に
基
づ
い

て
、
日
本
語
版
『
ミ
サ
典
礼

書
』
（
一
九
七
八
年
）
を
改
訂

す
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
よ
う
や
く
、
今
年
の

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
二
〇
二
一

年
五
月
二
十
三
日
）
に
、

『
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
』
の

中
心
部
分
で
あ
る
「
ミ
サ
の
式

次
第
と
奉
献
文
」
を
含
む
四
つ

の
日
本
語
の
テ
キ
ス
ト
が
、
教

皇
庁
典
礼
秘
跡
省
か
ら
正
式
に

認
証
を
受
け
て
使
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
し

い
日
本
語
の
「
ミ
サ
の
式
次
第

と
奉
献
文
」
を
用
い
て
、
い
つ

か
ら
ミ
サ
を
実
施
す
る
の
か

は
、
今
年
七
月
十
二
日
～
十
六

日
に
開
催
さ
れ
る
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
の
臨
時
総

会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
日
本
語
も
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
伝
統
と
は
変
え
な
い
こ

と
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
も
の

に
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
」

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
い

ま
ま
で
の
日
本
語
の
テ
キ
ス
ト

と
違
う
新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次

第
・
奉
献
文
」
を
使
用
し
て

行
く
た
め
に
、
新
し
い
式
文

を
覚
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
広
島
教
区
で
も
、

新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次
第
・
奉

献
文
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
勉

強
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
公
開
ミ
サ
に
参
加
で
き

な
い
日
々
が
続
い
て
き
ま
し

た
。
こ
の
新
し
い
「
ミ
サ
の
式

次
第
と
奉
献
文
」
へ
の
移
行
準

備
を
ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ
て
い

る
神
秘
と
そ
の
恵
み
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
初
は
慣
れ
な
い

た
め
に
違
和
感
や
戸
惑
い
も
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
し

い
翻
訳
の
テ
キ
ス
ト
に
込
め
ら

れ
て
い
る
意
味
を
く
み
取
り
な

が
ら
、
一
緒
に
乗
り
越
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

て
、
意
見
交
換
、
協
議
の
結
果
、

「
協
働
」
以
外
の
四
つ
の
分
科
会

「
福
音
宣
教
」
「
平
和
」
「
多
文

化
共
生
」
「
養
成
」
に
つ
い
て

は
、
『
提
言
案
』
に
格
上
げ
す
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
「
協
働
」

に
つ
い
て
は
見
直
し
後
に
格
上
げ

と
な
る
。

　

更
に
続
い
て
、
既
に
代
表
者
会

議
実
行
委
員
会
に
各
小
教
区
、
諸

団
体
か
ら
申
請
さ
れ
て
い
た
代
議

員
候
補
者
総
勢
一
四
四
名
に
つ
い

て
、
白
浜
司
教
が
任
命
し
た
。

　

後
半
の
議
題
は
、
「
教
区
創
立

百
周
年
に
つ
い
て
」
前
回
の
教
区

宣
司
評
（
昨
年
十
二
月
）
で
決
定

し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

◆
周
年
期
間
を
二
〇
二
二
年

九
月
十
九
日
（
開
年
）
か
ら

二
〇
二
三
年
九
月
十
八
日
（
閉

年
）
と
す
る
。

◆
特
に
閉
年
は
盛
大
に
お
祝
い
す

る
。

◆
開
年
を
岡
山
鳥
取
地
区
に
、
閉

年
を
広
島
地
区
に
担
当
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

そ
の
後
、
各
地
区
の
状
況
に
つ

い
て
確
認
し
た
。
岡
山
鳥
取
地
区

で
は
話
し
合
い
を
開
始
、
広
島
地

区
は
未
だ
先
の
こ
と
で
あ
り
何
も

動
き
は
無
い
状
況
と
の
こ
と
。

　

続
い
て
議
題
は
、
二
〇
〇
八
年

以
降
、
改
定
さ
れ
て
い
な
い
「
平

和
の
使
徒
推
進
本
部
規
約
改
定
に

つ
い
て
」
案
が
提
示
さ
れ
、
意
見

交
換
、
協
議
の
結
果
、
規
約
改
定

は
次
回
以
降
の
再
審
議
と
な
っ

た
。

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
報
告

事
項
を
中
心
に
各
担
当
か
ら
次
の

こ
と
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
」
、
九
〇
％
近
い
小
教
区
か
ら

の
回
答
が
あ
り
、
概
ね
各
小
教
区

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
で

き
る
手
段
は
お
持
ち
で
あ
る
と
判

断
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

続
い
て
「
『
社
会
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
サ
ブ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
」
、

各
小
教
区
で
の
取
り
組
み
に
お
い

て
大
変
な
時
期
で
あ
る
が
、
既
に

教
区
内
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
環

境
」
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
を

期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

更
に
報
告
事
項
は
続
き
、
「
平

和
行
事
実
行
委
員
会
」
「
カ
テ
キ

ス
タ
養
成
委
員
会
」
「
教
区
創
立

百
周
年
史
編
纂
（
さ
ん
）
委
員

会
」
「
四
つ
の
教
区
優
先
課
題

（
青
少
年
育
成
委
員
会
）
（
召
命

促
進
委
員
会
）
（
カ
テ
キ
ズ
ム
作

成
委
員
会
）
（
津
和
野
の
証
人
列

聖
委
員
会
）
」
「
各
地
区
・
協
働

体
」
「
各
地
区
修
道
女
連
盟
」
か

ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

教
区
宣
司
評
の
終
盤
は
、

「
『
二
〇
二
〇
国
際
聖
体
大
会
』

に
合
わ
せ
て
行
う
聖
体
礼
拝
と
ミ

サ
に
つ
い
て
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
つ
い

て
」
白
浜
司
教
か
ら
お
知
ら
せ
が

あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、

祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
三
時
間
を

超
え
る
教
区
宣
司
評
を
閉
会
し

た
。

　

な
お
、
次
回
（
第
二
回
）
教
区

宣
司
評
は
、
十
二
月
十
一
日
に
開

催
予
定
。
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J-CaRM
J-CaRM

の
役
割

の
役
割

山
口
島
根
地
区

山
口
島
根
地
区J-CaRM

J-CaRM

　　

藤
本
忠
文

藤
本
忠
文

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　

数
百
年
に
一
度
あ
る
か
ど
う
か
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

二
〇
二
〇
年
一
月
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ポ

プ
キ
ン
ス
大
学
の
予
測
以
上
の
被
害

を
も
た
ら
す
様
に
な
り
ま
だ
収
束
の

目
途
が
見
え
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
高
い
国
で
も
デ
ル
タ
株
の
感

染
は
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

恐
れ
る
だ
け
で
は
解
決
に
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
全
う
し

て
こ
の
困
難
を
乗
り
切
っ
て
い
く
以

外
に
解
決
の
道
は
開
け
ま
せ
ん
。

　

J-CaRM

担
当
者
の
役
割
は
、
い

ろ
ん
な
目
的
・
理
由
で
海
外
か
ら
来

て
お
ら
れ
る
方
た
ち
が
面
し
て
い
る

諸
問
題
に
対
し
て
、

（1）
問
題
点
の
把

握
、
（2）
当
面
ど
う
乗
り
切
り
、
（3）
将

来
の
根
本
解
決
に
結
び
つ
け
る
か
で

す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
広
島
教
区　

山
口
・
島
根
地
区
で
生
活
し
て
い
る

留
学
生
・
技
能
実
習
生
の
方
た
ち
の

人
数
は
手
元
の
資
料
で
は
二
万
三
千

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
習
過

程
が
終
了
し
て
も
帰
国
が
か
な
わ

ず
、
滞
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
た
ち

も
多
く
正
確
な
数
字
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
せ
ん
。
滞
在
者
の
数
の
増
加

に
比
例
し
て
当
然
の
事
な
が
ら
、
発

生
す
る
問
題
も
、
種
類
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
放
置
さ

れ
れ
ば
、
問
題
は
よ
り
深
刻
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
実
態
の
一
部
は

毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ

て
お
り
、
皆
様
方
も
心
を
痛
め
て
お

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
提
起
し
た
い
こ
と
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
一
緒
に
考

え
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
手
遅
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

①
組
織
が
崩
れ
た
。

　

集
会
の
難
し
さ
か
ら
、
こ
の
二
年

で
そ
れ
ま
で
で
も
不
十
分
だ
っ
た

地
区
のJ-CaRM
担
当
者
組
織
が
崩

れ
、
相
互
の
連
絡
さ
え
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
だ
け
が
原
因
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の

外
国
人
へ
の
関
心
の
あ
る
な
し
、
言

葉
の
問
題
、
専
門
知
識
の
有
り
無
し

等
々
あ
る
で
し
ょ
う
。

②
何
処
に
も
す
べ
て
を
解
決
で
き
る

人
は
い
ま
せ
ん
。

　

問
題
は
活
動
の
場
に
参
加
し
、
自

分
が
出
来
る
こ
と
を
見
つ
け
、
一
緒

に
活
動
を
出
来
る
仲
間
を
見
つ
け
活

動
の
輪
を
作
り
、
広
げ
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
下
関
彦
島
教
会

の
福
永
さ
ん
か
ら
電
話
が
来
ま
し

た
。
「
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
彦
島
に
来

て
い
る
留
学
生
が
、
コ
ロ
ナ
の
為
ア

ル
バ
イ
ト
料
が
減
少
し
、
収
入
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彦
島
教
会

の
皆
さ
ん
が
食
料
を
持
ち
寄
り
、
有

志
の
方
た
ち
が
金
銭
援
助
を
し
て
い

る
が
ま
だ
足
り
な
い
。J-CaRM

で

も
援
助
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う

内
容
で
し
た
。
柳
井
教
会
の
山
中
さ

ん
か
ら
は
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
あ

る
信
者
の
方
が
難
し
い
病
気
に
な
り

高
額
の
費
用
が
い
る
の
だ
が
何
と
か

な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
言
う
も
の

で
し
た
。
前
者
は
八
月
の
日
曜
日
ミ

サ
へ
の
参
加
も
兼
ね
て
彦
島
に
行

き
、
福
永
さ
ん
、
阿
川
さ
ん
や
留
学

生
に
会
い
、
実
態
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。J-CaRM

本
部
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
お
見
舞
金
」
制
度
を
活
用
し

て
援
助
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
言
う
こ

と
に
な
り
、
荻
神
父
の
承
認
を
得
、

本
部
の
実
藤
さ
ん
の
実
務
上
の
手
助

け
を
得
て
援
助
が
実
現
し
ま
し
た
。

全
部
で
九
名
の
留
学
生
に
援
助
金
を

届
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
柳
井
の

件
は
、
山
中
さ
ん
と
何
回
か
電
話
で

対
応
を
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、

日
本
の
医
療
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
不
足
分
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
の

信
者
の
方
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
解

決
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
徳
山

教
会
で
は
柴
田
神
父
の
働
き
か
け

で
、
有
志
の
方
か
ら
の
献
金
が
集
ま

り
、
必
要
と
し
て
い
る
方
た
ち
を
支

援
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

③
こ
こ
で
問
題
を
一
つ
提
案
し
ま

す
。

　

山
中
さ
ん
は
数
年
の
担
当
を
終

え
、
山
口
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
ま
し
た
。J-CaRM

の
皆
さ
ん
が

対
応
さ
れ
る
問
題
は
、
対
象
の
人
数

が
多
く
、
ま
た
経
験
と
知
識
を
必
要

と
す
る
も
の
が
多
い
の
で
、
新
し
い

担
当
者
が
簡
単
に
身
に
着
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
経
験
者
は
継

続
し
て
、
各
小
教
区
のJ-CaRM

組

織
に
所
属
し
、
必
要
に
応
じ
て
培
わ

れ
た
経
験
を
差
し
出
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
数

が
多
く
な
っ
て
き
た
現
在
で
は
、
多

く
の
方
の
協
力
が
必
須
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。
ど
う
か
小
教
区
の

J-CaRM

組
織
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
自
分
が
出
来
る
こ
と
で
そ
れ
を

必
要
と
し
て
い
る
人
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
外
国
人
の
方
達
と
そ
の
子
供
さ
ん

た
ち
へ
の
日
本
語
教
育
が
大
切
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
が
話
せ
る
か
ら
日
本
語
が

教
え
ら
れ
る
と
言
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
教
育
を
必
要
と
し
て
い

る
方
た
ち
に
、
夫
々
の
レ
ベ
ル
で
、

時
期
を
失
す
る
こ
と
な
く
手
助
け
し

て
あ
げ
る
こ
と
は
大
変
大
き
な
貢
献

で
す
。
勇
気
を
も
っ
て
参
加
し
力
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑤
外
国
人
を
取
り
巻
く
課
題
で
今
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
日

本
政
府
の
「
非
人
道
的
な
難
民
政
策

で
す
。

　

G7
・
G8
と
言
う
国
の
中
で
比
較
し

た
場
合
、
我
が
国
の
政
策
は
比
較
の

対
象
に
も
な
ら
な
い
く
ら
い
難
民
申

請
者
の
期
待
に
沿
う
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。
学
校
の
後
輩
で
、
今
ド
イ

ツ
に
住
ん
で
い
る
フ
ッ
ク
ス
真
理
子

さ
ん
か
ら
の
情
報
で
は
、
二
〇
一
五

～
二
〇
二
〇
年
の
五
年
間
で
、
ド
イ

ツ
政
府
は
百
八
十
万
人
の
難
民
を
引

き
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
う

ち
の
75
％
が
既
に
自
己
住
宅
を
所

持
、
生
活
し
て
い
る
難
民
の

3/4
が
満

足
し
て
い
る
と
言
う
数
字
が
あ
る
と

伝
え
て
き
ま
し
た
。
毎
年
数
人
の
難

民
申
請
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な

い
日
本
と
は
比
較
の
対
象
で
は
な
い

こ
と
が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
日
本
政
府
の

入
管
法
の
改
正
案
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
国
民
の
関

心
が
少
な
い
と
、
世
界
に
遅
れ
た
日

本
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
詳
細
を

こ
こ
で
書
く
だ
け
の
紙
面
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、Zoom

を
使
っ
て
専
門

家
の
話
を
聞
く
こ
と
も
可
能
で
す
か

ら
、
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
に
表
れ
て
い
る
内

容
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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地
区
便
り

地
区
便
り

＊
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　

岡
山
で
は
、
二
度
目
の
非
常
事

態
宣
言
が
発
令
。
ミ
サ
も
非
公
開

に
な
り
、
皆
さ
ん
と
対
面
で
話
す

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
鳥
取
地
区
で
も
、
昨
年
第
一

回
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
は
感
染

防
止
の
た
め
、
中
止
に
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
何
と
か
皆
の
顔
を

見
て
会
議
を
し
た
い
と
思
い
、
携

帯
のLIN

E

を
使
用
し
事
務
局
会

議
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
高
齢
者
も

お
り
家
族
に
助
け
て
も
ら
っ
て
ど

う
に
か
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
大
人

数
の
会
議
に
は
不
向
き
で
す
。

　

そ
こ
で
ス
カ
イ
プ
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
環

境
に
慣
れ
て
い
る
人
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
あ
で
も
な
い
、

あ
の
人
が
入
っ
て
来
な
い
、
こ
の

人
が
入
っ
て
こ
な
い
と
予
行
演
習

を
繰
り
返
し
て
本
番
の
地
区
宣
司

評
の
会
議
を
開
催
し
て
来
ま
し

た
。
今
年
の
四
月
か
らzoom

会

議
に
変
更
し
ま
し
た
が
そ
の
都
度

連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
ネ
ッ
ト

環
境
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
つ
ま
で

続
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
がW

eb

で
皆
さ
ん
の
顔
を
見
な
が
ら
会
議

が
出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
、
繋

が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
き
ぼ
う
の
電
話

　

「
は
い
、
苦
し
み
を
分
か
ち
合

う
き
ぼ
う
の
電
話
で
す
。
」

　

「
こ
の
電
話
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
」

　

現
在
、
広
島
地
区
の
信
徒
（
東

広
島
、
祇
園
、
観
音
町
、
幟
町
）

約
十
五
名
の
奉
仕
員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
二
〇
一
五
年
、

教
区
か
ら
正
式
な
組
織
と
し
て

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
に
は
、
開
設
三
十
周

年
を
迎
え
白
浜
司
教
様
と
広
島
地

区
の
地
区
長
、
荻
神
父
様
に
ご
ミ

サ
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
お
祝
い
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

開
設
当
初
は
、
広
島
地
区
か
ら

の
助
成
も
な
く
、
信
者
の
皆
様
方

か
ら
賛
助
会
費
を
い
た
だ
き
、
電

話
料
金
な
ど
の
運
営
費
用
に
充
て

ま
し
た
。
ま
た
、
開
設
の
三
年
ほ

ど
前
か
ら
勉
強
会
を
開
き
、
マ
イ

ク
ロ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
基
本
）
の
講
習
を
受

け
ス
タ
ー
ト
準
備
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
試
行
錯

誤
を
重
ね
ま
し
た
が
、
何
よ
り
と

も
に
い
て
く
だ
さ
る
主
な
る
神
様

の
助
け
に
よ
り
、
今
も
隠
れ
た
奉

仕
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
、
五
月
中
旬
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
広

島
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
広
島
教
区
の
対
応
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
活
動
を
休
止

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
六
月
か
ら

は
、
月
、
水
、
金
の
週
三
日
、
公

岡
山
鳥
取
地
区

60

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

広
島
地
区

　

と
あ
る
新
聞
社
の
配
達
の
方
に
子

ど
も
食
堂
の
宣
伝
を
載
せ
て
ほ
し
い

と
声
を
か
け
た
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
こ

の
集
ま
り
に
出
て
く
だ
さ
い
と
言
わ

れ
、
行
っ
て
み
た
勉
強
会
は
目
か
ら

鱗
が
落
ち
る
も
の
で
あ
っ
た
。
下
関

の
食
と
農
を
考
え
る
会
が
主
催
し

て
、
日
本
の
種
子
を
守
る
会
の
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ザ
ー
を
さ
れ
て
い
る
印い
ん

鑰や
く

智と
も

哉や

氏
が
講
演
さ
れ
た
。
化
学
肥
料
、

農
薬
が
土
壌
を
ど
ん
ど
ん
破
壊
し
続

け
て
お
り
、
農
業
が
こ
の
ま
ま
の
方

向
を
辿
る
な
ら
ば
、
近
い
未
来
に
地

球
か
ら
土
壌
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
薬

の
過
剰
な
使
用
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ア
レ
ル
ギ
ー
や
い
ろ
ん
な
症
状
に
関

係
し
て
い
る
。
地
球
の
未
来
と
子
ど

も
た
ち
の
健
康
を
考
え
る
な
ら
ば
、

米
国
の
政
治
的
経
済
的
支
配
か
ら
自

立
し
て
、
有
機
、
自
然
農
法
を
促
進

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
印
鑰
さ
ん
か

ら
「
食
と
農
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
、
日
米
安
保
の
問
題
に
も
繋
が
り

ま
す
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
自
分
の

直
線
を
描
か
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え

た
軌
道
が
約
束
の
地
点
へ
と
き
ち
ん

と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
え

た
。

　

下
関
市
は
、
現
在
八
千
食
の
給

食
を
供
給
す
る
巨
大
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い

る
。
民
間
企
業
に
委
託
す
る
給
食

が
果
た
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
何
よ
り
も
優
先
し
た
も
の
に
な

る
の
か
。
そ
の
セ
ン
タ
ー
が
市
民

た
ち
の
声
を
反
映
し
た
も
の
に
な

る
よ
う
に
と
い
う
署
名
を
、
こ
の

食
と
農
の
会
の
セ
ミ
ナ
ー
で
結
束

し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
集
め
始

め
、
四
千
筆
を
超
え
る
署
名
を
集

め
、
市
長
も
、
そ
の
努
力
を
す
る

と
約
束
し
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
仲

間
た
ち
を
通
し
て
、
新
し
い
出
会

い
へ
と
つ
な
が
る
。

　

コ
ロ
ナ
と
い
う
時
代
の
大
き
な

分
岐
点
の
中
で
、
下
関
と
い
う
地

に
根
を
下
ろ
し
な
が
ら
、
近
く
に

い
な
が
ら
今
ま
で
繋
が
れ
な
か
っ

た
人
々
と
の
出
会
い
と
繋
が
り
が

広
が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
る
。
セ

ン
タ
ー
か
ら
海
を
眺
め
る
と
き
、

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
隣
家
の
大

き
な
木
が
あ
る
。
「
そ
の
木
を
対

話
相
手
に
し
な
さ
い
」
と
あ
る
人

が
言
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
星
の
大

地
と
対
話
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ

の
課
題
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
、

道
が
開
か
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。労

働
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

中
井　

淳　

神
父

オンライン会議（ZOOM）の様子



( 7 ) カトリック　広　島　教　区　報 2021 年 7 月 25 日  125 号

閉園式の様子（岡山南教会）

共
交
通
機
関
で
現
場
に
来
ら
れ
る

奉
仕
員
で
対
応
を
再
開
い
た
し
ま

し
た
。
七
月
か
ら
は
緊
急
事
態
宣

言
も
解
除
さ
れ
る
予
定
で
、
や
っ

と
平
常
通
り
の
奉
仕
（
月
～
金
の

十
三
時
～
十
六
時
）
に
戻
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
。

　

誰
も
話
し
相
手
が
い
な
い
孤
独

な
方
々
の
辛
さ
を
少
し
で
も
和
ら

げ
慰
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
、
神

様
の
助
け
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

隠
れ
た
と
こ
ろ
で
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
禍
に
お

け
る
信
仰
生
活
と
教
会
活
動
を
考

え
る
」
研
修
会
開
催

　

六
月
十
九
日
（
土
）
、
十
四
時

よ
り
、
山
口
島
根
地
区
の
企
画
に

よ
りYouTube

に
よ
る
ラ
イ
ブ

中
継
で
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
猛
威
を
振
る
う
中
、
わ
た
し
た

ち
信
徒
の
信
仰
生
活
や
教
会
活
動

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
皆
さ
ま
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
分
か
ち
合
う
よ
う

な
従
来
の
研
修
会
で
は
な
く
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
研
修
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
長
束
修
道
院
の
住
田
省

悟
神
父
様
、
演
題
は
「
辺
境
の
視

座
、
主
の
招
き
、
今
こ
こ
に
」
。

ゆ
り
か
ご
保
育
園

三
月
に
閉
園
、
五
十
三
年

の
歴
史
に
幕

2021

平
和
行
事

８
月
５
・
６
・
９
日

　

二
〇
二
一
年
三
月
末
日
を
も
っ

て
、
宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島

司
教
区
が
運
営
し
て
き
た
「
ゆ
り

か
ご
保
育
園
」
（
岡
山
市
南
区
福

浜
町
14—

28
）
が
閉
園
さ
れ
ま

し
た
。
三
月
三
十
日
（
火
）
に
白

浜
司
教
様
に
来
て
い
た
だ
き
、

残
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
十
七
名

と
一
緒
に
先
生
た
ち
に
感
謝
を
伝

え
る
閉
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

ゆ
り
か
ご
保
育
園
は
一
九
六
八

年
（
昭
和
四
十
三
年
）
に
、
前
年

に
落
成
し
た
福
島
集
会
所
（
の
ち

の
岡
山
南
教
会
）
の
隣
接
地
に
開

園
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
岡
山
南
教
会

と
共
に
五
十
年
以
上
に
亘
っ
て
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
園
舎

の
老
朽
化
、
幼
児
教
育
の
無
償
化

に
伴
う
当
保
育
園
（
無
認
可
）
の

運
営
上
の
困
難
、
さ
ら
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う
園
児
や
教

職
員
の
健
康
へ
の
配
慮
な
ど
、

種
々
の
課
題
が
重
な
り
、
昨
年
度

を
も
っ
て
、
閉
園
を
決
断
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
幼
児
教
育
の
た

め
に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
の

で
あ
れ
ば
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　

最
後
の
卒
園
児
は
七
名
で
、
最

後
の
卒
園
証
書
の
番
号
は
二
八
四

番
で
し
た
。

山
口
島
根
地
区

　

研
修
会
の
様
子
は
広
島
教
区
平

和
の
使
徒
推
進
本
部YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

教会巡礼・聖書通読写経キャンペーン
完了者紹介（敬称略）

教会巡礼を完了された方
　No.045　古川美恵子　富士見教会
　No.046　髙杉　緑　　倉敷教会
聖書通読を完了された方
　No.009　堀江　京子　廿日市教会

新約聖書写経完了
　No.017　重丸　君恵　三次教会
　No.018　薄田　治子　岡山教会
　No.019　君永　玲子　観音町教会
　No.020　川島　淑子　倉敷教会
　No.021　鉙内　順子　廿日市教会

新約聖書写経、旧約聖書通読完了特別表彰
　岡山教会宇野組有志の皆さん（粟井京子、上野美智子、汲田明之、
　谷口宏子、原田尚子、藤坂優子、堀清子、村田恵子、三宅ちぐさ）

―平和行事　主なプログラム―
日時：2021年8月5日(木)・6日(金)・9日(月)
場所：世界平和記念聖堂　他
テーマ：平和の糸を紡ぐ～わが命つきるとも
8/5
①基調講演（大聖堂）＊ライブ配信あり
　「アルペ神父と長束野戦病院
　　～いつでも、どこでもよろこんで分かち合う者になる～」

　教皇庁立グレゴリアン大学心理学科講師　酒井陽介神父
②基調講演（大聖堂）＊YouTube配信
　「イエスのみ心のアルぺ」
　山口教会　ルイス・カンガス神父
③平和祈願ミサ（大聖堂）
　＊ライブ配信あり　＊手話通訳付き
　主司式：ヨセフ・アベイヤ司教（福岡教区）
8/6
①原爆とすべての戦争犠牲者のためのミサ（大聖堂）
　＊ライブ配信あり　＊手話通訳付き
　司式：白浜満司教
②講演「イエスらしい生活様式」（大聖堂）
　講演：アーサー・ビナードさん
8/9
長崎原爆犠牲者のためのミサ （大聖堂）
　白浜満司教司式 ＊手話通訳付き

　

終
戦
七
十
六
年
目
を
迎
え
て
い

る
今
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
広

島
市
主
催
の
平
和
式
典
は
、
昨
年

と
同
様
、
例
年
の
一
割
程
度
の
規

模
に
縮
小
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
方

向
で
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
方
向
性
を
踏
ま
え

て
、
今
年
の
平
和
行
事
も
、
ほ
ぼ

昨
年
と
同
様
に
規
模
を
縮
小
し

て
、
一
般
の
参
加
者
は
教
区
内
に

限
定
し
、
人
数
制
限
を
お
こ
な
っ

て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
和
行
事
に
参
加
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、YouTube

に
よ
る
配
信
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
ブ
配
信
は
平
和
の
使
徒

推
進
本
部YouTube 

チ
ャ
ン
ネ

ル
や
広
島
司
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
わ
れ
、
行
事
終
了
後
も
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
な
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
教
区

報
一
二
六
号
で
報
告
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

詳
細
は
、
広
島
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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青
少
年
の
活
動

青
少
年
の
活
動

　

十
五
年
ぶ
り
の
復
帰
、

　
　
　
祇
園
教
会
と
清
心
幼
稚
園

　
　
　
　
祇
園
教
会
・
イ
エ
ズ
ス
会

李イ

　
相サ

ン

源
ウ
ォ
ン  

神
父

〈109〉

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に
な

り
、
や
っ
と
ミ
サ
に
あ
ず
か
る

こ
と
が
で
き
た
。
前
回
も
、
今

回
も
。
今
ま
で
当
た
り
前
だ
っ

た
事
が
そ
う
で
は
な
く
な
っ
た

時
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
信
仰

の
光
を
燃
や
し
続
け
る
か
を
考

え
た
。
か
つ
て
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
と
な
っ
た
人
々
や
津
和
野
の

証
し
人
も
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
当
た
り
前
が
戻
っ
た

今
、
今
度
は
当
た
り
前
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
な
。
か
ぴ

①
あ
の
と
き
、
あ
の
ひ
と

　

二
〇
〇
五
年
。
主
任
司
祭

カ
ン
ガ
ス
が
八
十
才
、
助
任

の
私
は
四
十
五
才
だ
っ
た
。

今
も
カ
ン
ガ
ス
の
そ
の
大
き

な
姿
が
私
の
こ
と
を
見
守
っ

て
い
る
。

　

幼
稚
園
に
は
た
く
さ
ん
の

詩
人
が
い
た
。
「
お
と
う
さ

ん
は
お
と
こ
だ
か
ら
し
ん
ぶ

ん
を
よ
ん
で
ま
ま
は
お
ん
な
だ

か
ら
ち
ら
し
を
み
る
」
。
今
は

大
学
生
だ
ろ
う
な
。

②
鐘
楼

　

時
計
の
無
か
っ
た
昔
、
お
寺

か
ら
の
鐘
が
村
に
鳴
り
響
い
た

ら
、
そ
れ
を
合
図
に
時
間
が

分
か
っ
た
。
だ
か
ら
漢
字
の

「
時
」
に
は
「
日
」
と
「
寺
」

が
入
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

ミ
レ
ー
の
「
晩
鐘
」
。
そ
れ

は
村
の
平
原
に
晩
鐘
が
鳴
り
響

き
、
そ
れ
を
合
図
に
夫
婦
が
手

を
休
め
、
祈
り
を
捧
げ
る
様
子

を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

　

祇
園
の
鐘
楼
。
十
二
時
に
鐘

が
鳴
り
響
く
と
、
園
児
た
ち
は

み
ん
な
お
手
々
を
合
わ
せ
て
祈

る
。
そ
の
想
い
が
聞
き
届
け
ら

れ
ま
す
よ
う
に
。

③
歩
く

　

人
と
人
と
の
間
に
人
間
は

「
神
」
を
置
く
べ
き
な
の
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、

「
距
離
」
を
置
き
な
さ
い
と
。

　

赴
任
し
た
途
端
に
緊
急
事
態

が
宣
言
さ
れ
、
ミ
サ
中
止
に
。

朝
昼
夜
、
散
歩
ば
か
り
。
歩

く
。
歩
か
な
い
と
息
が
浅
く
な

り
、
息
が
浅
く
な
る
と
考
え
も

浅
く
な
る
。
歩
く
際
、
た
だ
何

と
な
く
歩
く
の
で
は
な
く
、
身

体
が
地
面
と
出
会
う
よ
う
に
歩

く
。
そ
こ
で
祈
り
た
い
と
き
に

は
祈
り
、
自
分
と
向
き
合
い
た

い
と
き
に
は
そ
う
す
る
。
但
し

嘘
は
つ
か
な
い
、
短
く
す
る
。

　

あ
り
が
と
う
ア
ー
メ
ン
。

情
報
セ
ン
タ
ー
担
当
司
祭

情
報
セ
ン
タ
ー
担
当
司
祭

が
変
わ
り
ま
し
た
！

が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

今
年
度
か
ら
、
今
年
三
月
に

叙
階
さ
れ
た
三
宅
仁
孝
神
父
様

が
、
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
担

当
司
祭
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
さ
さ
や
か
で
す
が
、
歓
迎

会
を
行
い
ま
し
た
。
幟
町
教
会

の
青
年
数
名
と
、
隣
接
す
る
幼

稚
園
の
先
生
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

マ
ス
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
な
ど
十
分
に
配
慮

し
た
中
で
の
開
催
は
、
今
ま
で

の
歓
迎
会
と
は
少
し
違
う
形
で

し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
続
く
自

粛
で
行
事
な
ど
が
全
て
中
止
に

な
り
意
気
消
沈
と
し
て
い
た
私

た
ち
は
「
皆
で
準
備
を
す
る
」

と
い
う
楽
し
さ
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
（
青
少
年
情
報
セ
ン

タ
ー　

職
員　

楠
本
）

三宅仁孝神父
photo by 大西神父

カンガス神父との赤道（コンゴ、2010年）

『のばなし』募集
　

教
区
百
年
史
に
向
け

て
資
料
を
探
し
て
い
ま

す
。

　

三
〇
年
前
の
青
少
年

情
報
セ
ン
タ
ー
設
立
当

初
、
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
の
ば
な
し
」
と
い
う

広
報
誌
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
貴
重

な
資
料
と
し
て
、
保
管

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

も
し
、
お
手
元
に
あ
れ
ば
コ

ピ
ー
を
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
ス
キ
ャ
ン
し
て
メ
ー
ル

で
も
大
丈
夫
で
す
！
お
待
ち
し

て
い
ま
す
!!

〒730-0016

広島市中区幟町4-42

青少年情報センター
hsjc555@gmail.com


